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分離変換技術の説明紹介の前に・・・

高レベル放射性廃棄物ってご存知ですか？

‐原子力技術を利用する上で非常に大きな問題

→ 処分する技術の開発、安全評価がとても重要

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8F%E3%82%B6%E3%83%BC%E3%83
%89%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%83%9C%E3%83%AB

そもそも処分する前に…

高レベル放射性廃棄物の物量を減らせれば、
処分場の負担も減り、近隣住民の方々の理解も
得やすくなるのでは？

でもどうやって？

加速器？

今日は、そんな、お話。
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核のゴミの処分⽅法

原子力発電所

使用済燃料

廃棄物処分場

燃え残りを
リサイクル

全て直接処分(例: フィンランド)
‐ 2.6km2 (原子力発電所の敷地くらい)*1
‐ 100,000年*2

その他すべて埋める

再処理 (例: 日本(現行方針)、フランス)
‐ 1.4km2 (ゴルフ場くらい, 直接処分の半分)*1
‐ 5,000年*2

現行の処分方法は2通り(国によって方針は様々)

*1; 放射性廃棄物処分に必要な面積 (六ヶ所再処理工場からのガラス固化体の埋設に必要な面積)
*2; 放射性毒性が緩和する時間 (原料ウランの放射性毒性を下回る時間)

広大な敷地と途方も無い時間が必要

100,000年前:
ネアンデルタール人が
暮らしていた時代

5,000年前:
縄文人が暮らしていた時代
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廃棄物のスリム化

一般家庭のゴミと同様に分別すれば、

原子力発電で出てくる核のゴミもスリム化できるのでは?

答えは、YES!! それが、分離変換技術です。

一般家庭 スリム化

ゴミ

分別

焼却炉

リサイクル

様々な理由から、4つのグループ(群)に分別

1. マイナーアクチノイド(MA)群

2. テクネチウム(Tc)‐白金族群

3. ストロンチウム(Sr)‐セシウム(Cs)群

4. その他の元素群
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分別される元素群(4群)

4Wikipediaより転載した元素周期表に追記

1. MA群
(Uが核分裂せずに、
中性子捕獲反応を
繰り返すことで蓄積)

2. Tc‐白金族群3. Sr‐Cs群

4. その他の元素群
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分別⼯程(群分離プロセス)の概要

放射能量と発熱量が減ると、時間的・空間的な管理の負担が減る。

分離しない

分離する
（溶媒抽出法など）

高レベル
放射性廃棄物

原子力発電所

燃え残りをリサイクル ガラス固化体

高密度ガラス固化体として
地層処分

放射性毒性・発熱量：高
半減期：長

Tc-白金族群

Sr-Cs群

発熱量：高

その他の元素群MA群

ガラス固化に
悪影響

・放射能毒性：高
・半減期：長

使用済燃料

有効利用

安定化・固化
熱・線源として利用

MA核変換の資料で詳しく説明

1000年後の放射能の
約99%はMA群

MA群の放射能は
なかなか減らない

‐ 0.41km2

(新宿御苑より
少し小さいくらい)*1
‐ 300年*2

‐ 1.4km2

(ゴルフ場くらい)*1
‐ 5,000年*2

*1; 放射性廃棄物処分に必要な面積 (六ヶ所再処理工場からのガラス固化体の埋設に必要な面積)
*2; 放射性毒性が緩和する時間 (原料ウランの放射性毒性を下回る時間)

5,000年前:
縄文人が暮らしていた時代

‐ 0.015km2 (国会議事堂くらい)*1
直接処分の200分の1まで削減

300年:
白川郷の民家の築年数
(今も現役)30

0年
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⾼レベル放射性廃棄物中の主要元素群とその影響の⼤きさ 円の大きさ=放射能比
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※崩壊に伴い発熱量、
質量も減少。


